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　平素より皆様には飯南高校 PTA活動に対し、多大な
ご理解とご協力をいただいておりますことを、この紙面
を借りて厚くお礼申し上げます。
　さて、2014 年はこの飯南高校にとって、歴史的な年
であったと言っても過言ではありません。新入学生にお
いて、定員 80 名をクリアしたこと、また町内外出身の
割合が逆転したという、まさに新しい時代に突入してき
たと感じるところであります。これも「飯南高校の魅力」
が大きな広がりを見せている証拠と捉えてよいのでは
ないでしょうか。中高一貫教育を充実させながら、町外
への門戸も広げ、飯南町の良さと新しい風との融合が更
なる飯南高校の発展へとつながる期待が膨らんでいきま
す。校舎から琴引山を眺めれば、自然にグラウンド横に
見える「吹け飯南の風」という新しいボードにもこんな
思いが込められているようです。
　このような中、PTAとして「Fight！　飯南PTA！
～PTAは、がんばる飯南高校生を熱く応援します！～」
というキャッチフレーズのもと、いろいろな事業を提案
し、ご参加いただきました。各研修見学会、鵬雲会にも
ご協力いただいた環境整備作業、鵬雲祭の模擬店、また、
オープンキャンパスのボランティアにもご協力いただき
ました。恒例となってきた校内ロードレース大会の豚汁

サービスも大変好評でした。今年は２年振りの大会とい
うことで、どれだけ食べてくれるか不安でしたが、豚汁
を取りに来る生徒達の嬉しそうな顔を見て、あらためて
応援したい気持ちになりました。この気持ちを大切に、
生徒達を真っ直ぐ育てていければと思いました。
　３年生の皆さんは、いよいよ次のステージへ進む季節
となりました。それぞれ進路はあると思いますが、我々
PTAは常にみんな（在校生も含めた）の応援団です。
がんばる姿に、いろいろな形で応援したいと思っていま
す。どうか将来に向かって夢をひとつずつ叶えていって
ください。
　念願であった寮も新築され、春から明るい話題が尽き
ない飯南高校です。島根県、飯南町そして町内外の皆様
方の絶大なるご支援に感謝し、生徒のみんなも、保護者
も「ひとつ、がんばってやろう！」という気持ちを持っ
ていきましょう。
　最後になりましたが、吉田校長先生をはじめ、教職員
の皆様方には、学業、部活、進路等において、献身的に
ご指導いただきましたこと心よりお礼申し上げます。保
護者の皆様方におかれましても、今年度の PTA活動へ
のご協力大変ありがとうございました。これからも飯南
高校 PTAをどうぞよろしくお願い致します。

Fight！　飯南PTA！
～PTAは、がんばる飯南高校生を熱く応援します !～

PTA会長   桑原　崇雄



特集

１．はじめに

２．目標としての「２学級維持、統廃合の危機回避」は今後も続く

「飯南高校魅力化事業の成果と課題」
～PTA広報誌『WISH』特集を振り返って～

　会員の皆様には平素より、本校の教育活動に対しましてご理解ご支援いただきましてあ
りがとうございます。PTA 環境整備活動、鵬雲祭の模擬店やロードレースの支援をはじめ
とし、心温まるご協力により生徒たちも充実した学校生活を送ることができています。
　部活動では、ハンドボール部の県総体準優勝、県新人戦優勝、野球部の夏の選抜野球大
会県予選１回戦突破、報道部の NHK 放送コンテストでの文部科学大臣賞奨励賞、総文祭
での優秀賞の受賞などがありました。３年生は、就職希望者全員が希望の進路を決定して
います。難関とされる公務員や企業の合格などの報告もありました。進学に関しては、推
薦入試等で合格を決めている生徒もいますが、個別試験利用者を含めこれから本格的に受験に向かっていく生徒
もいます。これから試験を迎える生徒たちは、学校での補習や個人面談・面接指導など後も学習支援館に通い、
熱心に学習に取り組んでいるところです。
　飯南高校の「離島・中山間地域の魅力化活性化事業」に関しては、今年度からⅡ期がスタートしました。事業
母体である「飯南高校キラリ！ドリームアップ推進協議会」ではⅡ期の重点目標として、Ⅰ期の「２学級維持、
統廃合の危機回避」から「教育力向上による生徒確保、活力ある２学級・学校づくり」としました。今年度定員
いっぱいの 80 名が入学したことはⅠ期の取り組みの成果ととらえています。しかし、Ⅰ期の目標である「２学
級維持、統廃合の危機回避」が永続的に達成されるわけではないことを意識しなければなりません。つまり、生
徒数確保の努力の継続が必要ということです。理由は、地元中学生の生徒数減少が今後も続くこと、昨今も町内
の出生数は少なく先が見えないこと、近隣の高校も魅力化・活性化を進め生徒募集活動を精力的に展開している
ことなどです。

（１）町内中学生数の推移および入学生数  （町内生徒総数は、H26.5.1 時点）

※ H27 以降の入学者数推定値は、町内生徒総数× 80% で算出した値である。

※平成 30 年度からはほとんどの年度で 40 人を下回る。平成 33 年度は 20 人台に。

平成 26 年度学年 高２ 高 1 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１
卒 業 年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
町　 内　 生　 徒　 総　 数 41 43 36 52 46 33 36 39 26 49 33
入 学 者 数　 ※ Ｈ 27 以 降 は 推 定 36 37 28 41 36 26 28 31 20 39 26
入　　　 学　　　 定　 　 員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80
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飯南高等学校校長
吉田 彰二



　本校の PTA 会報誌「WISH」は、平成 21 年７月に創刊されましたが、創刊号から第３号にわたって「飯南
高校存続！」というテーマで存続の危機について特集が組まれています。町内生徒数や島根県内の生徒数全体
を見ると、その時の危機的状況は今後も続くものととらえなければなりません。平成 21 年から５年経った今、
生徒の地域別構成も変化し、また保護者の方々もほとんどが入れ替わっています。今一度、飯南高校の現状を
共有し、保護者・地域・学校が一体となった取り組みの推進にご協力いただければと思います。
　以下では、創刊号で取り上げられた内容も復習しながら、本校の置かれている現状を述べてみたいと思いま
す。

（２）統廃合の基準
　（統廃合基準）

　島根県教育委員会は平成 21 年２月 12 日に「県立高等学校再編成基本計画」を策定しました。平成 21 年
度から 10 年間を展望した魅力と活力ある県立学校づくりのための望ましいありかたや統廃合基準等をまと
めたものです。

　　　飯南高校（中山間地域の１学年２学級の普通高校）関係する統廃合の基準は次のとおりです。

　（※ 30 人学級）
　42 名以上でいいかというと、ここでもう一つ留意しなければならないことがあります。来年度新入生の募
集定員に関してです。島根中央高校、矢上高校、隠岐高校の３校は１クラス 40 人定員の３クラスでしたが、
平成 26 年９月、１クラス 30 人定員の３クラスへの変更が決定しました。今のところ本校のような１学年２
クラスの学校が 30 人学級の対象になる動きはないようですが安穏としてはいられません。そのような動き
が生じないようにするためにも、連続して 60 人を切るようなことがないように努力しなければなりません。

　２学級維持のためには、　35人×２クラス×３／５＝42人  が必要ということです。統廃合の対象になら
ないためには、毎年確実に 42 名以上の入学者数の実績と今後の見込みがなくてはなりません。

・入学者数が入学定員の５分の３を２年連続下回ることが「見込まれる」場合
・中山間地域の１学年２学級以内の普通高校については、入学定員の設定を１学級あたり35人と見な
すことにする。

※平成 30 年度以降ほとんどの年度で、町内からは 20 人台の入学者数になる。
※平成 33 年度については、町内入学者数推定値は 20 名。入学者数を 60 名または 80 名とした場合、

県内町外と県外の生徒総数はそれぞれ 40 名、60 名となる。
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（３）統廃合や30人学級になった場合どんな影響が出るか。
　①２学級が１学級になったら

⃝教職員が７人程度減り、多様な科目の展開や少人数習熟度別指導に支障が出る。
⃝親身になった個別指導、キャリア教育での校外活動が不可能になる。
⃝顧問不足によりいくつかの部活動の活動ができなくなる。教員の負担も増加する。
⃝高校自体の魅力が減り町内中学生が町外高校へ流出する。
⃝保育所から高校まで安心して教育を受けられるイメージがなくなり、定住化対策にも支障が出る。若者の

町外流失につながる。

　②２学級だが１学級 30 人クラスとなったら
　　⃝教職員が４～５人程度減らされる。
　　⃝上記①と同様な影響を被る。

　③閉校となったら
⃝町外の高校への通学・寮生活による家計の圧迫、若者の町外流出加速、出生数の減少、人口減少、経済低

迷などの悪循環が起き大影響が出る。

（４）今後の取り組み
　本校では、きめ細やかで丁寧な指導を維持しつつ、キラリ！ドリームアップ推進協議会で示された下記の６
つの提言に基づいて活動を行っています。

　特に、キャリア教育を中心とした特色ある教育活動の推進、進路実績の向上、部活動の充実（外部指導者の
補充）、学習支援館との連携と学力の強化、新設寮の PR、魅力化コーディネーターの確保などについて長期に
わたっての展望と対策を立て、より計画的な勧誘活動を進めていかなければなりません。
　PTA 会員の皆様におかれましても各地域での飯南高校の PR、地元中学生への飯南高校への入学勧誘なども含
めご支援をよろしくお願いします。

　島根の田舎の学校（離島・中山間地域の高校）は全国的にも注目を浴びています。「田舎の学校が日本の教育
を先取りする時代になった」ともいわれています。地域への貢献だけでなく、飯南町から日本の教育を変える
高い志をもって取り組んでいきたいと思います。皆様方にも今後とも魅力と活力のある学校づくりにどうかご
協力をいただきますようお願い申し上げます。

2 WISH

　飯南高校の存続という言葉が聞かれるようになって、早くも数年が経ちます。
現在の飯南高校の到達点と、飯南高校が置かれている状況をリアルに捉え、飯南
高校の存続のために、今、何をすべきかを考えていきます。 飯南高校

 『県立高等学校再編成基本計画』は、島根県教育委員会が、「今後10年間の再編成に関する基本的
な考え方」として、平成21年２月12日に策定したものですが、その中で、飯南高校に関係するのは、
次の２点です。

１．『県立高等学校再編成基本計画』を読む

　本県には、現在４校の１学年２学級以内の普通高校がある。中には、大幅な定員割れが続いている高校もあり、さ
らに今後も生徒数の減少が予測されることから、生徒にとって望ましい教育環境を提供するという観点で再編成を進
めていく。その際、各高校において、入学者数や在籍者数の状況、地理的な条件、地元中学校からの進学状況など、
各校の状況を踏まえながら個別に再編成のあり方を検討していく。

　普通科を設置する１学年２学級の高校については、入学者数が入学定員の５分の３を２年連
続下回ることが見込まれる場合には、引き続き存続させるか、近隣の高校と統合するかを適当
な時期に検討する。その際には、高校教育の機会均等や中山間地域の振興の観点から、１学年
１学級本校としての存続のあり方をあわせて検討していく。
　なお、これらの統廃合基準の適用にあたり、中山間地域の分校や１学年２学級以内の普通高
校については、収容定員又は入学定員の設定を１学級当たり35人とみなすこととする。

　『基本計画』の示すように１学級を35人、２学級の入学定員を70名と考えると統廃合基準である入学
定員の５分の３は、41名ということになります。

２．『基本計画』と今後の生徒数予測からわかること、願うこと。

知る

願う

１．飯南高校について

２．統廃合の基準

　上記の表は、『基本計画』が参考資料として記載する「地域別中学校卒業者数」の飯石郡の数値です。飯石郡の中学生が、
全員飯南高校に入学するとしても、平成24年、平成25年には、統廃合基準である41名を下回ることになります。
　統廃合基準には、「見込まれる場合」とあり、検討時期は明らかではありませんが、見込まれる場合とある以上、平成
22年度か平成23年度にも、統廃合について検討が開始される可能性があると考えることもできます。
　なお、実際の入学者は、平成20年度は55名、平成21年度は68名でした。
　逆に言えば、このように毎年確実に42名以上の入学者があるならば、県教育委員会が統廃合を検討する時期は来ない
ということになります。そういう意味からも当面、平成22年度・23年度の入学者を確保していくことが、現在の規模で
の飯南高校存続の条件となります。そのためにPTAとして、今以上に生徒が入学したくなる魅力的な学校となるよう、全
面的に支援を行い、この飯南高校がいつまでも存続することを強く願うものです。
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　現在の飯南高校は、学校便りなどで広報されているように、部活動
でもインターハイや全国大会に出場するなど、この規模の高校として
は充実したレベルにあります。
　しかし、以上見てきたように、その内容に関わりなく、飯南高校の
統廃合・１学年1学級本校化を検討する時期が予想以上に差し迫って
いることがわかります。
　飯南高校PTAは、第１の当事者としてこの存続問題を含む諸問題
を真正面から受け止め、対応するため、組織力・対応力の強化を行う
必要があり、その第一歩として、今総会において以下の２点について
会則の改正・提案を行い、承認をされました。

1三役選出方法の変更
2研修・広報委員会等の設置

　新たに設置された委員会で存続問題をはじめとする諸問題について、
調査・研修を行い、その内容や飯南高校の今について広くお知らせを
し、皆様の理解を得る活動を進め、飯南高校を支える中軸となるよう、
更に現行の組織・活動内容について見直し、必要な改革・変更を行っ
ていきます。
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地区会議
・３地区で開催
地区PTA

進路指導事業
支援委員会

評議員会
年２回開催

生活指導委員会

※広報委員会
・役員若干名で構成
・飯南高校PTAの広報
　宣伝に関する事業を行う

※研修委員会
・役員若干名で構成
・飯南高校PTAの研修・
　調査に関する事業を行う

総　　会
年１回開催

４． 飯南高校の現在を知る

　飯南高校の進路別の卒業者数について、昭和45年度、平成元年度、平成10年度そして平成20年度の推移をグラフ化
しました。
　この間の進学率の変化は、昭和45年度には2.6％でしたが、平成20年度には76.6％へと大幅に増えています。
　これは、生徒自身の努力の結果であることはもちろんですが、平成11年度から導入された中高一貫教育制度や、基礎
学力を重視した徹底した少人数指導・きめ細かい進路指導の結果によると考えられます。
　一方、平成20年度の学校基本調査（速報）によると、島根県の大学等進学率は、45.9％、専修学校専門課程への進学
率は20.2％、（合計で66.1％）、そして就職率は、24.6％でした。
　平成20年度では、進学率については県平均を10％上回り、平成18年から３年間の平均で見ても、70.7％と、平成
20年度の数字を若干上回り、進学については全県的にも平均的なレベルにあるといえます。
　また、就職については、ここ数年、厳しい状況がつづいています。その結果として専門学校への進学が増える傾向にあ
りますが、きめ細かい進路指導・面接指導などにより、難関の公務員試験に合格するなど、就職希望者のほぼ全員が就職
を果たしています。
　このように今の飯南高校は、この地域の中学生にとって高校進学時の選択肢として十分な内容と成果を出しているとい
えます。

　存続の危機に立たされつつある飯南高校は、今どうなっているのか？
　今回は、進路のデータから、今の飯南高校を伝えます。

飯南高校進路状況
（過去３年間　2006～2008年度）

進学
70.7％

4年制大学
33.7％

短期大学
9.6％

医療系の専門学校
16.3％

その他の専門学校等
40.4％

就職
28.6％

その他　0.7％

進路状況 進学の内訳
国家公務員Ⅲ種、自衛官（一般曹候補生）、
自衛官（二等陸海空士）、消防官、島根富士通、島根三洋電機、
島根イーグル、協栄金属工業、雲南市社会福祉協議会、
愛寿園、飯石森林組合、中国化成工業、ニチフレ島根、
一畑百貨店、玉造皆美　　　　　　　　　　　

●国公立大
　北海道、兵庫県立、島根、島根県立、岡山、広島、尾道、山口
●私 立 大
　京都精華、桃山学院、広島工業、広島修道、安田女子、福岡
●短　　大
　倉敷市立、新見公立、鳥取、美作短大部、比治山短大部
●専門学校等
　石見高等看護学院、島根リハビリテーション学院、
　島根総合福祉専門、広島県立三次看護専門、
　島根県立農業大学校、ポリテクカレッジ島根、
　松江調理製菓製パンカレッジ

主な進学合格校

主な就職先

動く

飯南高校

の現在を

知る

2 WISH

いま、飯南
飯南高校存続！特集　第2弾
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平成20年5月1日現在の学年等

人　　　　　数

平成20年

高校１年

60

21年

中３

66

22年

中２

61

23年

中１

42

24年

小６

41

25年

小５

37

26年

小４

42

27年

小３

37

28年

小２

52

29年

小１

45

30年

５歳

34

41人ライン

人数

30年29年28年27年26年25年24年23年22年21年平成20年

年　度 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
赤来中学校 39 42 34 34 47 35 25 34 25 32 22 32
頓原中学校 24 24 26 18 24 22 18 19 19 21 21 24
町外中学校 0 0 2 1 1 4 5 6 8 6 12 13
計 63 66 62 53 72 61 48 59 52 59 55 69

入 学 定 員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

 出身中学校別入学者数（『飯南高校学校要覧』による）

飯石郡中学校卒業者数（『県立学校再編基本計画』による）

入学者数からわかること2
　飯南高校の入学定員は80名、近年の入学者数は恒常的に定員割れが続いており、定員を満たした年度はない。

出身中学校からわかること3
　平成15年度以降、町外中学校からの入学者が増え始め、平成21年度には13名となった。

入寮生数からわかること4
　平成10年度以降の寮生は、以下のとおりである。

年　　度 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

寮生
男子 7 9 11 13 8 11 9 11 9 10 14 22
女子 10 9 8 4 12 10 10 12 12 11 4 5 

飯南町出身 17 18 18 15 16 17 13 13 8 6 5 7 
町 外 出 身 0 0 1 2 4 4 6 10 13 15 13 20

ふたつの資料1

寄宿舎5
　寄宿舎の管理棟・男子棟は昭和44年竣工、女子棟は45年竣工。老朽化も目立ち、満足できる施設でないこ
とは、衆目の一致するところ。定員は、男女それぞれ13名で、定員超過となった平成21年度にはプレハブ棟
を増築し、急場をしのいでいる。

3WISH

南高校に何が必要なのか?

　町内からの進学者数の激減が予想される平成23年度まであと1年となり、飯南高校の存続問題が現実のも
のとなってきました。
　飯南高校PTAは、このすばらしい飯南高校の規模と水準を維持して、未来へつなげていく責任があり、そ
の責任を果たすため、必要な活動の強化および、それを実行する組織体制作りを行う平成21年度は、研修・
広報委員会の設置・三役選出方法の変更を行いました。
　今回、第２段階として平成22年度に向け、地区会議（以下地区PTA）の見直しと、それに代わる会議の検討・
試行を提案します。
地区PTAの変更について
（１）現在、赤名・来島他地区・頓原に区分され開催されている地区PTAは、下記の理由により今年度で廃

止したいと思います。
①地区PTAは、保護者の利便性を考慮し、学校が各地区に出向き開催されていますが、現在では、多

くの保護者が居住地区を超える広域で就業する等、地域で行うメリットが少なくなっています。
②地区PTAは、夏季休業までに開催されるため、PTA総会から地区PTAまでの期間が短く、学校か

らの報告内容もほとんど変化がありませんが、各部主任教員・学級担任が移動･出席する必要があり、
学校の年間予定を組む上で、大きな負担となっています。

③現時点では、幸い、地区ごとに会議を必要とする地域特有の課題はほとんど発生していません。
　以上のことから、現行の地区PTAは、開催の負担が大きいにも関わらず、地域で開催する意義自体が薄れ
ており、平成22年度以降、廃止をすることにしたいと思います。
（２）地区PTAに替えた会議の検討・試行について。

①地区PTAで区分されている保護者は、町外の方を除きほとんどの生徒が保育所から同級のため顔見
知りで、問題が発生したときに協力して対応が出来るというメリットがありますが、前述のように、
現在そのような問題はありません。

②学校生活は学年・学級集団が単位で、その学年・学級に固有の課題・問題が発生し、事案によって
は保護者間での情報共有や協力体制が必要ですが、学年・学級集団は、広範囲の地域から生徒が集
まり、保護者も入学式以降、卒業式まで一堂に会する機会もなく、保護者が集団として機能しにく
い状態にあると言え、対応を考える必要があります。

③学校（規模）存続が懸念され、学校・地域・保護者等、関係者の連携を密にすべき時に、地区PTA
の廃止が、負担軽減だけを理由に論じられるべきではなく、本来、地区PTAに期待される以上の目
的とそれを達成する方法が検討されるべきと考えます。

　以上の理由から、地区PTAに替えて、保護者が学校に来る機会を増やすと同時に、学級単位で保護者が一
堂に会し、早期にお互いを知り合う中で保護者間の信頼関係を構築し、種々の問題に保護者集団として対応
出来るよう、学校で開催する形式の新しい会議（集会）について検討・試行します。

結論6
　統廃合の基準は、「入学者数が入学定員の５分の３を２年連続下回ることが見込まれる場合」（『県立学校再
編基本計画』）で、中山間地域にある飯南高校の場合は41名である。町内の中学校卒業生のすべてが飯南高校
に入学しない現在、平成23年度から「２年連続下回ることが見込まれる」という事態に直面することになる。
そこで町外中学校からの入学生を積極的に受け入れるという方策も考えられるが、残念ながら受け入れの寄宿
舎が芳しいものではない。平成21年度に増築されたプレハブ棟に加え、平成22年度に向けて、さらに新たに
プレハブ棟の増築が着工されたが、プレハブ棟は恒久的なものではなく、あくまでも一時的な間に合わせにす
ぎない。
　つまり、飯南高校に必要なのは、学習に快適な寄宿舎の新築ということになる。

地区会議（地区PTA）の見直し（案）について

WISH 創刊号　特集見開き WISH２号　特集見開き WISH３号　特集見開き

①学力の向上　　　②特色ある教育の推進　③受入施設の確保　④教職員にとって魅力ある学校づくり
⑤交通手段の確保　⑥勧誘活動の推進
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PTAは、がんばる飯南高　校生を熱く応援します!!

第１回　評議員会

急斜面もなんのその！

PTA・鵬雲会・生徒教職員の有志の皆さんに加え、
寮の工事関係者の方も協力してくださいました。感謝 !!

保護者の視点で、丁寧に質問にも答えました。

PTA総会

総会会場設営の様子

評議委員会（4/24）

PTA総会（5/10）

PTAも一緒になって体育祭を盛り上げます。

オープンキャンパス（8/5）

環境整備活動（7/23）



PTAは、がんばる飯南高　校生を熱く応援します!!

大急ぎで大量の盛り付け

４人がかりで焼いています !!

疲れも吹き飛ぶおふくろの味！

この（育ちざかり男子） 長蛇の列を見よ！

調理室での仕込みの様子

PTA研修
同和教育推進協議会連合会研究集会（11/18）

専門学校見学会（12/8）

ロードレース（10/28）

鵬雲祭（8/28～30）



ついに新寄宿舎（月根尾寮）が
完成しました !!
　飯南高校寄宿舎「月根尾寮」の老朽化に伴い、飯南
高校魅力化事業の一環として平成 25 年 11 月から始
まった新寄宿舎の建設工事が、このたびめでたく完成
の運びとなりました。２月９日（月）には竣工式を行い、
４月からの本格運用となります。ここまで新寄宿舎建
設にかかわっていただいた関係者の皆様、本当にあり
がとうございました !! 飯南高校生や地域の未来のため
に、大切に、末永く利用させていただきます。

【新寮の特色】
⃝二人部屋、玄関、浴室、食堂スペースの拡大
⃝調理器具はほぼ新調、 冷温倉庫を新規購入
⃝雪対策で設計された大きなウッドデッキ・ペアガラ

スの窓
⃝１階と２階で舎室をずらし、騒音に配慮
☆それでは、写真による新月根尾寮案内のはじまり、

はじまり～♪

正面入り口から見た写真

おしゃれな階段＆壁ですね♪

ベッド下の大きな収納スペース  

この食堂なら食事もすすむというもんです !  ランドリールーム

ホテルですか・・ここは 芝の中庭もこれまた美しい

シンボル的な長大なウッドデッキ！

いよいよ舎室。二人部屋ですよ

 窓に面した学習机 & 棚　これで勉強もはかどる~ ヽ(^o^)丿

美しい最新の機具が並ぶ調理室 さあ浴室です。まずはきれいな脱衣場

広々湯船で、疲れも取れますね ! 雪の月根尾寮。あとは春の開寮を待つばかり!!

男子入口です  明るく開放的な玄関（長靴何足置いても大丈夫）

編 集
後 記

　平成 26 年度、総勢 80 名の入学生を迎えることができました。「WISH」が創刊されて６年が経過しましたが、
創刊当時、このような喜ばしい状況は想像もつきませんでした。これまでの様々な取り組みの成果と思われますが、
特集でもあったようにこれからも生徒数の減少傾向という危機的状況に変わりはありません。飯南高校が、選んで
くれた町内・町外・そして県外の生徒さん一人一人が輝ける場所で在り続けるよう、これからも PTA で熱く応援し
ていきたいと思っています。




